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 近年，EDI による商取引の普及が著しい．EDI の実現のためには標準化された商品コードが不可欠で

あり，商品コードの標準化はサプライチェーンマネジメントの実現においても重要である．しかしなが

ら，従来の標準商品コードは水産物のように多様な種類をもつ商品を分類するには不十分である．本稿

では EDI における構造化文書を用いた商品識別について提案する． 
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In recent years, business transactions through Electronic Data Interchange (EDI) have spread throughout the 

world. For EDI, it is necessary to define and to use a standard code for goods identification. Standardization of a 

goods code is also very important to realize Supply Chain Management. However, the traditional standard goods 

code system is not effective enough to classify items particularly with various kinds such as seafood product. In 

this paper, we propose a goods identification method for EDI based on a structured document model. 

 

1. はじめに 

近年，消費者ニーズの多様化や商品ライフサイクル

の短縮化が進み，各企業では市場ニーズに対応した商

品を迅速に供給するためのサプライチェーンマネジメ

ント（Supply Chain Management; SCM）への取り組み

がなされている．SCM の実現には商取引の  EDI 

（Electronic Data Interchange）化が必要不可欠であり，

EDI を有効に活用するためには商品特性を適切に表現

することができる識別情報の標準化が必須である．  

一方，生鮮食品においては，商品価値を左右する多

くの要素があるため商品分類が複雑であり，商品コー

ドの策定が困難であるという問題がある．特にこの傾

向が顕著である水産物サプライチェーン（Supply 

Chain; SC）では，上流においては電話やFAXによる受

発注が主流であり， EDIの導入は標準商品コードを利

用する小売業を中心としたSCの一部に限定されてい

る1)． 

平成 14 年 3 月に水産物標準商品コード2) およびこの

コードを用いた水産物EDI標準メッセージ3) が策定さ

れ，水産物SCにおいて形式的にはEDIを利用すること

が可能になった．しかしながら，各企業が現在用いて

いる商品分類体系は様々な要素が含まれており，標準

コードへの移行や変換を行うことによってその一部は

切り捨てられてしまう．また，消費者の要求の変化に

伴ってこれらの要素は今後ますます激しく変化するこ

とが予想される．  

本研究ではこれらの問題を解決するための商品識別

情報の構造の提案と，構造の定義だけでは解決できな

い問題点についての処理方法の提案を行う． 

 

2. 水産物について 

2.1 水産物の特徴 

水産物は，魚介類，海藻類及びそれらの塩蔵品・練

り製品などの加工品から構成され，生鮮若しくは冷凍

品として流通している．水産物の商品価値を決定する

要因としては，タイやヒラメなどの魚種，有卵の区別

を含む性別，漁場や水揚げ漁港などの産地，収穫時期

及びその日付，加工方法及びその日付，魚体の状態な
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どがあり，これらの組合せにより水産物の商品価値が

決定されている． 

また，品質について，機械製品や家電製品では，安

全性，機能性に重点が置かれており，その品質は製品

設計の段階でおおよそ決定され，均質の製品を市場に

送り出すことが可能となっているのに対し，水産物な

どの生鮮品の品質は，収穫時の状況やその後の流通段

階における保存状態に大きく依存している． 

このため，品質の安定化のためには流通段階での管

理が重要となる4)．特に水産物の場合，漁獲し解体し

て初めて品質レベルが判明することも多く，事前に管

理することは難しいため，流通段階における管理が必

須であるといえる． 

水産物の流通における管理面での特徴として，小林

ら5) は，以下の 3 つを指摘している． 

• 種類が多く，漁場，水揚げ漁港，収穫時期，加工

方法などにより商品価値が異なる． 

• 大きさ，重さ，肉質などのばらつきや保存状態（生

鮮，冷蔵，冷凍）を識別した管理が求められる． 

• 鮮度の変化がほかの食品に比較して著しく，商品

価値に大きな影響を与えるため，徹底した鮮度管

理が必要である． 

これらは流通する商品価値に大きな影響を与え，本

来商品が持つ価値を損なうことなく流通させることが

重要となる．また，消費者の求める品質には，鮮度の

ほかに食味や適切な調理方法といった指標もあり，こ

れらを商品の付加価値情報として消費者に提供できる

枠組みが必要である．一方，現状の水産物の商取引で

はこれらの情報は定式化されていないため，その識別

が困難であり，業者間を流通していく過程であいまい

になる問題がある． 

 

2.2 水産物 SC 

水産物は漁業生産者，輸入商社などの原料供給業者，

産地市場，消費地市場，小売業者を経て流通しており，

1 つの SC を形成している（図 1）．これに対し，消費

者の要求に関する情報は，小売業者から市場を経て原

料供給業者へ届けられる．水産物 SCM においては， 

消費地市場

原材料
供給者

産地市場 小売業者 消費者

加工業者

卸 仲卸

 
図 1 水産物サプライチェーン 

 

消費者の要求にあった商品を市場に供給するため，冷

蔵・冷凍機能の充実や輸送の迅速化など物流機能の発

展がなされてきている6)． 

水産物 SC は，その歴史的経緯からほかの商品の SC

と比較して介在する企業の数が多く，また規模の小さ

い企業の割合も高い傾向にある．このことは，SC 内の

情報を管理する上での情報規格の統一を妨げる要因の

ひとつとなっている． 

一方，SCの効率化のためには，消費者の要求を的

確・迅速にSCの構成者間で共有し，SC全体でのスルー

プットの向上が求められる7)．SCにおける情報の管理

においては，取引の情報化及びそれを実現するために

必要な商品識別が必須要件となる． 

 

3. 従来の商品識別情報 

3.1 標準商品コード 

JAN（Japan Article Number）コード8) は，小売業にお

けるPOS（Point of Sales）システム9) などで用いられて

おり，コード化の対象には食品のみならず，日用品や

家電製品なども含まれる．JANコードは，国際的に用

いられているEAN（European Article Number）コードと

同等である．また，主に米国とカナダで用いられてい

るUPC（Universal Product Code）コードはEANコード

とは互換性がないが，これらをGTIN（Global Trade Item 

Number）に統一することで，国際的に共通の商品識別

コードが利用できるようになりつつある． 

これらのコードは商品へのマーキングや各企業の商

品マスタファイルでの利用など，幅広く用いられてい

るが，限られた桁数で商品を表現するため，製造年月

日をはじめとする商品の個体に関する情報を含めるこ

とはできない．このような，商品管理や物流管理に必

要な付加情報を表現するための標準コードとしては
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UCC/EAN-128 があり，JAN コードともに利用されて

いる． 

 

3.2 個体識別コード 

商品分類の識別のためのコードとは別に，個体識別

情報の必要性が高まってきている．この理由としては，

安全性の確保や消費者への正しい情報の提供，取引条

件の詳細化などが挙げられる．牛肉に於いては平成 15

年 6 月「牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に

関する特別措置法（平成 15 年法律第 72 号）」が成立

した．これにより，すべての国産牛に個体識別番号が

付与され，消費者の手に渡る精肉などの商品にその番

号を表示することによって牛肉のトレーサビリティの

実現を目指している．また，牛肉以外の商品について

もトレーサビリティシステムの開発や実証実験が進め

られている．多くのトレーサビリティシステムでは，

商品に対して商品分類の識別のためのコードとは別に

個体識別のためのコードを付与し，そのコードをキー

として商品の生産・加工・流通などに関する情報を入

手する仕組みを構築している．個体識別コードとして

は，重複のないように十分な桁数をもった連番やラン

ダムな番号が用いられている．商品への添付はバーコ

ードや RFID タグなどが用いられている． 

個体識別コードを商品識別に用いることによって一

品単位の詳細な管理が可能になるが，このコード単体

では商品に関する情報を持たない為，商品分類などの

商品属性に関する情報を関連づける必要がある．また，

SC における利用を考慮した場合，加工や流通の過程で

商品属性が変化するだけでなく，分解や組立によって

個体の単位も変化する．このため，個体識別コードの

みで管理が可能な項目や範囲は限られる． 

  

3.3 水産物標準商品コード 

（財）食品流通構造改善促進機構の作成した水産物標

準商品コード2) は，魚種を示す標準品名コードと付加

情報を示す標準属性コード 12 項目から構成される（図

2）．これらの標準属性はすべての水産物に適用される

とは限らず，必要とされる属性情報は魚種などにより 

 

標準品名コード (4桁)

標準商品属性コード

基本となるコード EDI標準メッセージ上での利用方法

生鮮共通商品コード

4922 6 □□□□ T S1 S2 C/D

生鮮フラグ
4品識別
フラグ

標準品名コード
態様

(1～4)
形状・部位

チェック
ディジット

4922 6 □□□□ T P1 P2 C/D

生鮮フラグ
4品識別
フラグ

標準品名コード
態様

(5～8)
加工方法

チェック
ディジット

<塩蔵・塩干・加工品>

<生鮮品>

+
標準商品属性コード

・態様 (1桁)
・形状・部位 (2桁)
・加工方法 (2桁)
・性別等 (1桁)
・採捕方法 (2桁)
・締め方 (1桁)
・等級
・規格(サイズ)(2桁)
・原産地

- 水域名
- 都道府県 (2桁)
- 国名 (3桁)
- 水揚げ港名  

図 2 水産物標準商品コード 

 

異なる．例えば，有卵の区別が重要とされる魚種は，

サケ，タラ，ニシンなどに限定される．また，水産物

EDI標準メッセージ3) では，受発注情報や入出荷確定情

報における商品に水産物標準商品コードを用いている．

この中で，JANコードに準拠した生鮮共通商品コード

が必須項目となっており，これには標準品名コードと

標準商品属性コードの一部が含まれている．また，生

鮮共通商品コードに含まれていない標準商品属性コー

ドは選択項目となっている． 

小林ら5) は，消費地市場における水産物標準商品コ

ードを用いたシステムについて報告している．このシ

ステムは消費地市場を形成する 2 つの卸売業者，4 つ

の仲卸業者における受発注システム及び，それにおけ

る照合業務を対象としている．システムはサーバーセ

ンターと各社に設置された端末で構成され，これを

LANで接続し従来の各社の基幹情報システムに付加

する形で導入されている．取引における商品識別のた

めのコードは標準品名コードと標準属性コードを用い

て行い，各社の基幹情報システムで用いられているコ

ードとの変換機能を装備している．このシステムによ

り，従来人手によって行われた作業が自動化され，照

合業務の効率化が図られている． 

しかしながら，このシステムで用いられている標準

品名コード，標準属性コードともに商品識別のための

項目は固定であり，市場動向にあわせて商品識別に求

められる項目を変化させることは困難である．各社の

商品コードでは，商品に対する独自の付加価値情報を

持たせており，各社における商品定義に差異が存在し

ている．また，業者間で項目数やその順序が統一され
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ておらず，コード変換処理に不都合が発生しており，

完全な自動照合は困難となっている． 

また，水産物において必要とされる属性情報やその

種類は，取引形態や市場の動向に影響を受ける．例え

ば，農林漁業金融公庫の調査において，消費者が重視

する属性情報は，鮮度，食味などが挙げられている10)．

これらの属性は刻々変化する情報であり，標準属性コ

ードでは定義されていないが，今後その重要性は高ま

ると考えられる．  

 

4. 商品識別情報の要件 

 従来の商品コードによる商品識別に関する問題を解

決するため，岡本らは商品識別情報として可変長のデ

ータを用いることを提案し11)，これをXML（Extensible 

Markup Language）を用いて実装し検証を行った12) 13)．

XML 14) はテキストによる文書記述の方法を規定した

ものであり，厳密でかつ簡潔な設計となっている．ま

た，XML文書の作成や処理するプログラムの作成が容

易であり，インターネット上でそのまま利用できるな

どの特徴があり，EDIフレームワークにも用いられて

いる15) 16)． 

これらを受けて，より具体的な用途を想定し，以下

の観点から商品識別情報の構造と問題点について考察

する． 

• 従来のコードとの互換性 

- 水産物標準商品コードとの互換性 

- 各企業の独自コードとの互換性 

• EDI への適用性 

- 入出荷・請求情報への適用 

- 受発注情報への適用 

• SC への適用性 

- SC 上流への適用 

- SC 下流への適用 

 

4.1 水産物標準商品コードとの互換性 

 図 3 に示すように，水産物標準商品コードに含まれ

る項目をすべて含めることによって，水産物標準商品

コードからの変換は容易に実現できる．ただし，当然 

商品

標準品名

態様

規格

原産地

水域名

水揚げ港名  
図 3 水産物標準商品コードを基にした構造例 

 

商品

荷姿

数量

出荷

商品

商品

荷姿

荷姿名

荷姿名

出荷

 
図 4 入出荷・請求情報への適用を考慮した構造例 

（左: 従来のコードを基にした構造，右: 提案する構造） 

 

ながら，項目の追加や変更を行った際には完全な逆変

換は不可能である． 

 

4.2 各企業の独自コードとの互換性 

 水産物標準商品コードに含まれていない各企業の独

自コードに含まれる項目も，XMLの特徴を利用して必

要に応じて追加することが可能である．企業間での名

前の衝突を避けるためには XML名前空間 17) を利用す

ることが考えられる． 

 

4.3 入出荷・請求情報への適用 

 入出荷情報や請求情報には，複数の商品に関する情

報が含まれる．水産物 EDI 標準コードにおいては，水

産物標準商品コードによって商品の種類を表現し，荷

姿関連に含まれる入数，個数，合わせ，数量といった

項目で商品数を表現している． 
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 これに忠実な構造を作成すると図 4 左のようになる

が，商品識別情報として様々な属性項目を追加した場

合には，それぞれの商品が違った属性を持つ可能性が

あり，この形式では表現できない．これを考慮し各商

品の情報を列挙した場合の構造例を図 4 右に示す． 

 

4.4 受発注情報への適用 

水産物 EDI 標準コードにおける受発注情報では，入

出荷・請求情報と同様の形式で水産物標準商品コード

を用いている．しかし，前者が具体的な商品集合を表

現するのに対し，後者は商品分類を表現するものであ

り，性質が異なる． 

商品分類Aに属する商品a1, a2を納品する場合，従来

のコードを用いた場合には「Aを 2 個納品する」とし

か表現できない．しかし，商品a1, a2が少しずつ違う属

性を持つ場合には「a1, a2を納品する」と表現しなけれ

ば情報の一部が失われてしまう．一方，受発注におい

ては「a1, a2を発注する」といった指定は発注先の確定

した在庫が明示されている場合にのみ可能であり，そ

れ以外の場合には「Aを 2 個発注する」と表現する必

要がある． 

 

4.5 SC 上流への適用 

 水産物 SC 上流において，特に製造業は，様々な種

類の商品について原料，半製品，製品といった様々な

形態を取り扱っている．水産物標準属性コードにおい

ては，加工，分解，組立といった工程を経るごとに部

位，加工方法，締め方などの項目が変化すると考えら

れるが，これらの項目では一部の工程しか表現できず，

また多段階に渡る工程を表現することができない（図

5 左）．よって，工程に関する情報は分離した形で扱

う必要があると考えられる（図 5 右）．また，これら

の情報を付与する必要があるのは製造業だけでなく仲

卸のように流通加工の形態を持つものもある． 

 

4.6 SC 下流への適用 

 水産物 SC 下流にある小売業においては，商品コー

ドが POS システムを利用した販売管理に用いられて

いる．既存の POS システムでは主に JAN コードが用 

商品

形状・部位

加工方法

商品

工程（2）

加工方法

商品（半製品）

工程（1）

加工方法

商品（原材料）

 
図 5 多段工程を考慮した構造例 

（左: 従来のコードを基にした構造，右: 提案する構造） 
 

商品識別情報

価格

販売管理に用いる
商品分類

JANコード（商品分類）

JANコード形式
独自コード

価格

在庫数量

在庫数量

 
図 6 既存 POS システムの利用 

（上: 従来のコードの例，下: 提案する商品識別情報の適用例） 

 
いられており，これをキーとして価格や在庫数量，販

売数量など様々な情報を管理している（図 6 上）．し

かしながら，様々な属性で細分化した商品情報をその

まま JAN コードには変換することはできない．このた

め，独自コードを取り入れ，POS システムへの入力は

JAN コード形式を使用しつつ，販売管理に用いる商品

分類は別に保持するなどの工夫が必要となる（図 6 下）． 

 近年，2 次元バーコードや RFID タグを利用するシ

ステムが開発されており，販売管理システムとの組み

合わせが普及し標準化されることによって，こういっ

た問題は解決すると考えられる． 

 

5．問題点の整理と処理方式の提案 

 前節で述べた方法により，構造化文書として表現さ

れた商品識別情報を用いる場合の主な問題点を以下に

示す． 

• 属性項目の拡張方法 

• 商品集合と商品分類の表現 

• 加工品の表現 
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商品

標準品名

K値

あおりいか

10%

商品

標準品名

K値

やりいか

13%

商品集合

商品分類

標準品名

K値

あおりいか
or あかいか
or やりいか

20%以下

生食用
やりいか

商品集合 商品分類

商品分類名  
図 7 商品集合・商品分類・商品分類名の例 

 

5.1 属性項目の拡張方法 

XML の特徴を利用することによって，SC 全体で利

用する項目や特定の企業内でのみ利用する項目を自由

に追加することが可能である．しかし，項目の共通化

や標準化を進めなければそれらの項目を活用すること

ができない．一般に，拡張の規則を制限すれば共通化

がしやすくなるが自由な拡張の妨げになり，拡張を自

由に行うと共通化が困難になる．本研究では，拡張に

制限は設けず，拡張項目の共通性を検出することによ

り標準化への手がかりとする． 

 

5.2 商品集合と商品分類の表現 

 従来の商品コードは固定的な商品分類を定めること

により，商品集合と商品分類を区別することなく取り

扱っている．しかしながら，商品属性を詳細化する上

ではこれらを明確に区別する必要があると考えられる． 

そこで，本研究における商品集合は商品識別情報を

列挙することで表現し，商品分類は商品の各属性の範

囲を示すことによって表現する（図 7）．ただし，実

用上は分類を指定する際に，分類の名称などを用いる

ことを考慮する必要がある． 

商品分類の用途の一例として，図 8 に示す在庫引当

が挙げられる．このため，商品分類を表現する商品識

別情報はXQuery 18) などのクエリ言語やその一部を形

成するXPath 19) などに変換可能である必要がある． 

 

DBMS

在庫DB
（商品集合）

引当処理を
記述した

クエリ

引当済の
商品

（商品集合）

受注情報
（商品分類）

変換

 
図 8 在庫引当モデル 

 

水産物サプライチェーン

原材料
供給者

加工業者 卸 仲卸 小売業者

取引情報DB
商品識別情報
標準ルール

整合
チェック

意思決定

相関
分析 分析結果

ルール
変更案
作成

 
図 9 商品識別情報処理システム 

 
5.3 加工品の表現 

 4.2 節で述べたとおり，原料に関する情報と加工に関

する情報を組み合わせることによって加工品を表現す

ることができる．この表現方法はトレーサビリティに

も利用が可能である． 

 一方で，加工品の取引において常に原料と工程によ

って加工品を指定するのは現実的ではなく，加工品そ

のものを表現する名称などを用いることを考慮する必

要がある． 

 
5.4 構造化文書による商品識別情報の処理システム 

 ここまでで述べた問題点や考慮すべき点を踏まえ，

商品識別情報の処理システムを試作した（図 9）． 

 SC 内の各企業間で交換され商品識別情報を含む受

発注・入出荷・請求情報を入力情報とし，これらの情

報間の相関を用いて以下の出力を得る． 

• 拡張項目と標準属性の相関から得られる不要な

拡張項目 

• 拡張項目同士の相関から得られる共通化すべき

項目 
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• 商品分類の傾向から得られる共通化し名称を設

定すべき商品分類 

• 原料と工程の組み合わせの傾向から得られる名

称を設定すべき加工品 

これらの出力を元に意思決定を行い，ルールを改訂

しそのルールに基づく取引を行うものとする． 

 

6．おわりに 

 水産物を例に現状の商品識別情報の問題点とそれを

解決する構造化文書による商品識別情報およびその処

理について述べた．  

 生鮮食品に限らず工業製品についても，商品の多様

化やライフサイクルの短縮化により非常に多くの種類

の商品が流通しており，本提案の適用が有効であると

考えられる． 

 今後，実取引のデータから商品識別情報の具体的な

項目を決定し，更に処理システムの有効性についての

検証を行う予定である． 
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